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ル ー ド ル フ • ヒ ル フ ァ ザ ィ ダの伝記的新資料

食 田 給、

§1. 生いたち
§ 2 . ギムナジウム，学生社会主義者同盟，大学，卒業 
§ 3 . ヒルフプディングのK .カウツキ一あて手紙から 

§ 4. .ヒルフアディングの夫人たち 

§5•彼の死について 

§ 6 . (附録）

附録，1. アムステルダム社会史国際研究所所蔵，レ 
.オン..トロツキ一のヒルフアディングあての

手紙（目録）
附 録 2 . フリードリ，ヒ . エ一ハ^ルト研究所所蔵，ヒ 

ルファデインダの手紙（自録）

本槁は，ノ1̂一 ドルフ• ヒルファディングの伝記的研 

究，に関する，若干の論争的又は事実誤認に基づく諸 

点を示し，資料上の訂正と，合わせていくつかの新資 

料の紹介（目録)を行いたい。

§ 1. 生いたち

ヒルファディングの父親は， Emil H ilferd ingとい 
( 1)

い，I 852年 7 月 1 7日生れのユダヤ人であって，恐,ら 

くウィーンへ移り住んで来たと思われる。彼は，同じ 

ユ_ダヤ人のAnna- L is sという婦人と結婚し， 2 児を 

もうけた。 1877年 8 月 1 1日に生れた男児がRudolf

Hilferdlngであり，彼の妹は，M ariaと名付けられた。, 

.ルードルフの出生地は，Ismelitische Kultusgemeinde.
* ( 3 ) '
Wien I, Schottenring 25 である。

ルードルフの出身階級は， ヨーロッパでは，誤っ 

て伝えられた。 はじめに説を出したのは， Alexander 

S te inで，彼は，Rudolf H ilferdingが 「富裕なユダヤ
( 4 )

の商人の家庭」に生れた，と書いた。 Wilfried Gott-
( 5 )  ■

schalchも近年その説を受け継ぎ， とれがルードルフ 

の出身についてめ定説になった。

ところが，この定説を打破る第一の意見が現われた。. 

Yvon Bourdet は， „Das Finanzkapitar* の仏訳 Le 

Capital Financier. Traduit par de L^liemand par Marcel

Rudolf <D 

と述べた。

ルードルフは，

Ollivier, Paris 1970へ付した序文の中で，
( 6 )

父が，「ある保険会社の勤め人！であった,

ウィ一ン大学医学部入学の際の学籍

簿の欄に，父がBdmter.であると記入している。 Peter 
(8 )

M ilford氏も，彼の祖父，即ち，ル一ドルフの父が， 

a higher employeeであったと筆者に語ったンまた， 

ル一ドルフは，彼の結婚登録簿の中で， 父 が Privaレ 

beamterである，とより限定しているし，決定的な 

事は， 同じ登録簿の中で彼の父がHauptkass〗er der 

“Allianz”であると書き込んだの'"Cある。『アリアンツ| 

というのは, ある古いイタリア系の保険会社である。

.注（1 ) Wien Rathaus, Magistratsabteilung における纸湛の.調べ。

( 2 ) その推定理巾は，Magistratsabteilungには， Emil Hilferdingの戸籍が殆んど存在しないからである。しかし, 
今後の資料の出瑰によっては，結論の異なる可能性がある。

(3 )  Magistratsabteilungが絍洛め為作成して下さった，タイプ紙より。

(4 )  A. Stein, Rudolf Hilferding und die deutsche Arbeiterbewegung. Hamburg 1946. S. 6.
(5 ) W. Gottachalch, Strukturvoranderungen der Gesellschaft und politisches Handeln in der Lehre von Rudolf 

Hilferding, Berlin 1962. S .13.
(6 )  Le capital financier, p .19.
(7 )  Wien Unveraitat, TJniversitat Archiev所蔵，National©.(ル一ドルフ• ヒルプブデイングの学籍搏）

(8 )  Rudolf Hilferding と彼の最初の架 Margarethft の齡2子， Peter Friedrich Hilfordin^ のSi在の名。浓苦は*， 

1971印秋，欧州留学中，ウイーンで氏と而談した。 、’

54(67^)

Wien Rathaus, Magistratsabteilung 所蔵， Rudolf と Margarethe との結婚の益録簿。

Dr. Peter Milford 氏，IJfcgに語る。

Wien Univ., TJniversitat Archiev* National©. '
Johahti Fischart,, Neue Kopfe, Das alte und das neuo System, 4; Folge, Berlin 1925.
KwlRemter (1870〜1950)オーストリ了の社会民主主義者，後の共和国酋相ゥ 

Renner, An der Wende zweier Zeiten* Bd. I. 2. AufL, Wien & Zurich. 1946. S. 250.
Wien Univ• 作成• 卒業老名锫からa ’

注 （7 ) 参照。 ‘ '

Iソinspection du Travail en Austriche. in： Le mouvemcnt socialiste, N* 13,15 Jul. 1899, pp. 101—11L 
反 （10 )参照。 」

von Krosigk, Es geschah in Deutschland, Tilbingen 1951̂  S. 80*
Gottschalch, op. cit.# S .14.
\Vi叫 IUthaua Mag丨stratsabt• 納婚费錄筋。

55(575)

Peter 
(1908—.）

Karl Emi l • 
■(1905~1942)

以上の事から,ルードルブの父がかつて「ある古い 

.イダリア系の保険会社の会計主任」であったことが判 

明するであろう。従って，ヨーロッパでの従来の定説 

は誤りであり. ル一ドルフは社会学的に表現すれば，

旧中間層の出身ではなく,‘ 新中間層の出身であった。

を書いている。相当早熟であったど思われる。

ルードルフは，ギムナジウム修了後直ぐ，ウィーン 

大学医学部に入学した。彼の目的は医者になるととで 

6年半，医学部に在学し_1901年 3 月 

卜された。在学中は，殆モ，

§ 2 . ギムナジ"ウム，

大学，卒業

学生社会主義者同盟，

ノレ， ク ン第ドルフの入学したギムナジウムは，
an

2 区，国立ギムナジウムであり.彼がここを修了した 

のは，1894年 Q月 2 1日である。この日付は重要であ 

る。なぜなら，ヒルファディングが，ウィーンの「学 

生社会主義者同盟J に，ギムナジゥム9 時代に入った 

ことを知らせてくれるからである。 '

ヒルブァディンダは，15歳頃社会主義に興味をもっ 

と言われているが，事実はもう少し具体的である。

なぜなら，彼は, ギムナジゥム時代に,そしてその卒 

業の一年半，15歳 8 ヶ月前後の年齡の時に「学生社
(13)

会主義者同盟」に加入した。 カール. レンナーは*

ルードルフらが, 1 的3年の初春，ここに加盟したこと特に小児科と規定していない

(1
2

た

あった。彼は，

27日に,医学博士にプ

んどあらゆる医学分野を学び，社会科学系の課目は,

2つしか履習していない^^C , マルクス主義研究は，

「学生社会主義者同盟j の内部と独学によるもの， と

考えられる。その上，当時の大学ではマルク:^主義そ

のものは教えられていなかった。学生時代の社会科学

上の論文は，一編フランス語に訳されて, 有名な Le

movementsocialiste,に載づたので，この時から，.全く

の無名というわけではなくなった。また，在学中には,

「学虫社会主義者同盟」の首k になった。

医学博士となづて卒業したル一ドルフは，早速一般 
(18) {^ )

■開業医になった。 Lutz Graf Schwerin von Krosigk の

言及から，
ン. <20)

医であると書いたが

Qc^tschalchは，ヒルブァディングは小児科 

これは誤りである。又，少くと

も当時は，大学医学部を卒業すると殆んど，一般開業
(2 1 )

医になった。.ル一ドルプも自ら「開業医」としており，

Adolf Friedland: :Maria Rosa : Rudolf ： 
(1877~1941)

Margarethe
(1871-1942)

Anna • Liss ：Emil
(1852- ?)

- Paul  Hdnigsberg
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ヒルファディンダの家系図は次めようになる。
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ルードルフ• ヒルファディングの伝記的新資料

§ 3 . ヒルフアディングの K . カウツキーあ
i (22)

てめ手紙から

ヒルファディングは，事実上， 「ベーム = パヴェル

クのマルダス批判j  (1904)でデビューしたが，彼は既

にその2年前，1902年にはその原稿を書き上げていた。

ヒルファディングのカウツキーあて，はじめての手 
■ (23)
舭 （190禅 4月23日付）と共に， ヒルファディングは， 

この原稿を， 力ウツキ一に送付し， rノイェ*ツァイ 

トj に截せてくれるよう，頼んだ。この時には，大学 

医学部を既に卒業していた。ところが，この論文に対

して， .カウ,.ツキ一から来た返事は，' r色よい返事j ■で

はなかった。カウツキーは， rノイエ* ツァイトj へ 
(26) .

の掲載を拒絶したのである。その為，ルードルフは，

マックA  • アドラーらと相談して， 『マルグス•'ンュ

トゥディエン』を発行することとして，1904年の第一

巻で，やっと世に送り出した。

ヒルファディンダが，自分の新しI 、経済学，既ち，

独占資本主義の時代に適用したマルクス主義理論の完

成を目指して，研究を進めはじめるが，その書物のタ

イトルが1905年 5 月 2 7日付の手紙で，少くとも決め

られでいたことが分る。 「私は再び仕事にと、t>かかれ

章ず。私は今，私の金融資本に，まだタイトル以上に

はそこにありませんが， とうとう着手したい。」 と，

そこでは述べている。ただし，研究は進めていたが,

叙述の開始は. ’ この希望にもかかわらず，半年お.くれ

た模様である。

1905年 12月 18日手紙では，「あなたのおっしゃる 

ことは，しごくもっともです。しかし今は，理論的な 

事柄を書くことは，Praxisが華々しく前進している場 

合には非常に困難です。そして私はそれ以外に私の金 

融資本を持っています。j という書き出しの手紙を書I 、 

た。この；P m x isが問題である。これは，長坂論氏文 

の言う，カルテルや集中の「実際」ではない。 ル一 

ドルフ自ら「それ以外に私の金融資本を持っていj 

る，というように，金融資本に関する理論以外のも 

.のである。その答えは， 1905年の第1次ロシア革命 

から，国際社会主義運動に持ち込まれた， マッセン 

ス ♦ トライキ問題であり， そ の Praxis (英践）であ 

る。

ルードルフは，すでに1903年 『ゼネラル.ストラ 

イクの問題によせて』を書き，1905年にはf讓会主義 

とマ ッ セ ン • ストライクj を送り出した。彼のストラ 

イキ論は,：後のドイツ社会民主党中央の理論に殆んど 

同一の見解となぅていった。ルードルフは，後者の論 

文を書き上げてから，マッセン ' . ストライクの実践が 

前進して’いるので，一応ここでその研究をやめるので 

ある。

長坂氏は, . 1903年 9 月 7 日付の第四信で，ルー.ドル 

フが， 「ゼネラ々. ストライキにかんする仕事を続け 

る気はないj と書いていると言われるが，全く同じ手 

紙の中で「私はゼネラル.ストライキが可能である諸 

条件の研究をしたくてたまりません。」と述べている。 

その上，それを，1卯5年の論女で発展させたのである。

同1903年12月20日付の手紙では, ゼネラル•ストラ

注( 2 2 )この手鮮iの目録は，拙稿「アムステルダム社会史国際研究所所蔵，ヒルフアディングの未発表手紙（目録) j (日本 

社会* 業大学研究紀萌，第19集所収) を参照願いたい。 '
この手紙の紹介をされためは，長坂聡氏rヒルフアディングの力ウツキ一あての手紙」（r唯物史観j 河出書房， 

1967年，V o l.5 ,所収）である。（以下長坂氏論文と略称。）

(23) Internationaal Instituut voor Sociale Geschiedenis (以下 IISG と略称)，Kautsky Archiev KDXII 580.

( 2 4 )ルードルフの大学卒業は，前述の如く1901年3月27日である。長坂氏論文では，r医学部の学生であった。j (97 
ページ）とあるが，実際は，卒業後である。なせ*なら，Wieri Univ.卒業者-名餺には，ルードルフは， W入学じてい

( 2 5 )長坂論文, 97ペーi>。
(26) IISG. KDXII 581‘ Mai 21.1902.より判明する。

-(27) IISG. KDXII 590.なおその上，19的年.8月28日付手紙でも，10月24日付手紙でも「私の金融資本j と呼んで 

いる。長坂氏論文では，第19信 （1905年12月18日付）で, はじめて，製作中の著害を「私の金融資本j と呼んだ， 

とされている。
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傾語通り，
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ル 一 ドルフ.♦ 'ヒルフナ.

イキをたっぷり論じている。以上から，分ることは， 

1903年から190!3年 ま で,ル 一ドルフは，ゼネラル 

ストライキ，またはその発展した形であるマッセン. 

ストライキについて関心をそそいでいて，やむことは 

なかったのである。

ルードルフが，1如5年の華々しく前進している実銭 

の前に小休止をしたのに対して，その実践そのものの 

経験を理論的に吸収しようとしたのが他ならぬロー 

ザ . ルクセンブルク夫人であった。彼女めマッゼン. 

スV ライキ論の優れた点はそとにあった。

190ぢ年3 月 1 0日付の芋紙には，幾つかめ興味ある 

事が書き記されているが，その中に，彼が，当時研究 

していた経済的問題の一つ，取弓丨所について/カウツ 

キ一に質問するくだりがある。これは，当時のマルク 

ス経済学者め関心をひいた問題の一つで，発端は次の 

事だった。 1

カール* カウ.ツキ一は，エンゲルスの死の直後，CC. 

ンゲルスめ手紙の一部を発表して，ヱソゲルスがカウ 

ツキ一に，力' - ル •.マルクスのr資本J への補遺の原 

稿 を 1■ノイエ• ツァイト』に送る,といった事を紹介 

した。ところが，エンゲルスは，原稿を送る前に死ん 

だ。エンゲルスの予定によれば，はじめが「価値法則， 

と利潤率J , つづいて「取引所」の研究が送られる， 

というのであった。

この紹介記事が出たために，ュ'ノゲルスの遺稿相続 

人の一人であるべルンシュタインは,何らかの発表を 

しなければならなくなった。彼は，エンゲルスの論文 

「価値法則と利潤率J を 『ノイエ• ツァイト』 に発表 

した。. しかし, . 「収引所」は発表しなかった。 そして， 

.エンゲルスは， 〖取引所」に関する研究を一体行なづ 

'たのか，行なわなかったか，分らない，暖昧模糊とし 

た発言をしたのである。 .

ヒルファディングは，そのため，次のようにカウツ 

キーに質問した。

デイングの伝記的新資料

「私はさらに,取弓丨矿rにかんする土ンゲルスめ草稿 

について，あなたが何も御存知なi 、かどうかをたずね 

たかったので■す。というのは，これはじづは/.主ンゲ 

ルスがその晚年にこのような研究(A rbe it)をしてい 

たのかどうか，という疑問と同じだがらセす。j

ヒルブァディングが鍵問としたととについでは，肩 

知のように，エンゲルスが, 「取引所」め研究を試み 

(又はその計画を考え)，それは, 断片ではあもが残って
(38)

いるし，1933年にはじめX 公表された。

長坂氏論文では，rュソゲルスがその晩年にとのよ 

うな仕事（取引所にかんする仕辦^ ー_ 若 O 長坂氏〕）を 

していたのかどうか，…‘ ‘‘」(101ぺ“ ジ)とされている 

が，これは「研究としないとはづきりしないでもろう。

また，要するに，ヽ1933年まで，ベルンシュタインを 

のぞけば，_ もこの断片を見ることが出来なかったわ 

けであり， それ故， r金融資本論j における,ヒルフ 

プディングの取引所にかんする理論は，独自に打ち樹 

てられたもので，エンゲルスの鲂片がらの影響はない， 

論旨が似ているからという点で，ヒルフプディングの 

取引所論を立•ンゲルスから引き出されたr i k とする 

のは, 文献上から，絶対ありえないことである。

§ 4. ヒルファデイングの夫人たち

マルガレーテ•へ一ニクスベルクMargarethe Honigs- 
(40)

bergは，1871年 6 月 2 0日生れで，ルード.ルフより6 

歳年長である。彼女は, ルードルフと同じ， Israeli- 

tische Kultusgemeinde, Wien I, .Schottenring. 25 ■に生 

れた。彼女め父は, ドクトル-ポ一ル• ^"一ニクスべル 

クDr.. Paul H6nigsbergといい，開業医で，後に，■ウ 

ィーソ第一区，ホーエルマルクト10番地に住んでいた。 

々ルガレートもウィーン大学出の女医で,開業医とな 

った。 .

イレードルフとマルガレーテの2人の愛は，社会民主

注（33) R. Luxemburg, Massenstreik. Partei und Gewerkschaften, Petersburg 1906.
(34) IISG, KDXII 599.
( 3 5 )〔K. Kautsky〕，Aus den Letzten Briefen von Friedrich Engels, in: Neile 2eit. Jg* 20.1894/95- Bd. 2̂  Nr- 47.
(36) E[duard] B[ernstein], in： Neue Zeit, 1895/96. Bd. I. N r .1,u. 2.

(37) B 3 4の手紙。

(38) Das Kapital, Bd. III. Volksa-usgabe. Besorgt vom Marx-Engels-Lenin-Institut, Moskou. Verlag fiir Literatur 
und Politik Ring-Verlag A. G. Ziiriclv 1933. (Bd. I v. I I; は Wieh-Borlih)これ以降O諸版には，ず取引所j  は入

(39) D‘ K. Fieldhou^e, The Theory of Capitalist Imperialism. London 1967.
(40) Wien Rathaus, Magistratsabteilung より。Mai*紐!^the は M^rgai^ と書いている場合もある♦:
(41) Dr, Peter Milford 氏, 筆畓1 語る。 '

—  67(677) —
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主義運動の中で成長し. 彼等は1904年ラ月9 日に結 

婚したi 時にル，ドルフ26歳，マルガレーテ32歳で， 

共に結婚登録<簿の宗教の欄に“無宗教”と記入してい

る。 .
彼女は，「顕著な個性j を持ってI 、たと言われへ「強 

い科学的ネ莠述家的傾向を現わし! ? 。j 彼女は，夫ル 

一ドルフと共に, ，ノイエ . ツァイト』にv、つも寄稿す 

るようになった。勿論経済学ではなく，より「社会立 

法と社会医療の諸問題j についてであった。 •

マルガレーテは，1905年 9 月12日に‘ 第 1子， Karl 

Emil H ilferdingを生んだ。K a r lは，ル— ドルフが最 

も尊敬した人物Karl Heinrich M a rxの名にちなんで
(46)

付けたものである。セカンド•*ネームは，ルードルフ 

の父 E m ilの名である。

ルードルフは. 『ノイエ.ツァイトj 上に多くの政 

治論文耷書いたが， 最愛の息子の名， Karl E m ilを 

用いてそのペン . ネームとした。 この時， Wien I I.， 

Lichtensteinstrasse 3 0番地に住んでいた。.

.第 2 子， Peter Friedrich Hilferding は，. 190S 年—1月

21 0に， ベルリ一ンのシヱーネベルク，ルーベンスシ

ユトラ一セ19番地で生れた。従って， ルードルフの 

ベルリーン行き以後のことである。

ヒルファディ：/グは，しかし，彼女と，後に離婚し 

た，ベルリーンで，恐らく， 1922〜3 年頃， ローザと 

い う婦人と結婚した。ヒルファディングが，何故マル 

ガレーチと離婚したかは分らないが，一つは，第一次 

世界戦争に彼がハプスブルク帝国の軍医として従軍し 

たこと，そして終戦後， 棠の命令でFreiheitの編集 

長となるべく，ペルリ一ンへ洱び行き，そこに新し 

い女性ローザが出現した事であろう。ローザ. ヒル 

ファディング夫人については，余 り知られて い ない 

が， ドイツ出身で， ドクター位を持っている。こp 為 

マルガレーテは，ル一 ドルフと永久に別れたの で あ

f産児制限j  .ウィーン1926年，である。1930年 2 月 6 

日に息子K a r lが，ウィーン大学で，哲学のドクトル 

にプロモートされた。 しかし,平和な生活も，ナチ一ズ 

ムによって破壊された。彼女は，1942年に，息子の力 

一ルと共に，ナチに捕えられ，テレーゼンシュタツト 

Thresenstadtに送られ，そこでの数ヶ月の生活後，惡 

名高いアウシュヴィッツ強制収容所で，力一ルと共に， 

恐らくその年1如2年に亡くなった。正曄に言えば，殺 

されたのである。彼女もユダヤ人であった。 .

第二子 Peter Fi'iedrich Hilfeirding .氏は，イングラ 

ンドへ逃れ，..キの名.Hilferding，，を M ilfordと変えん 

戦後再びウィーンへ戻った。 ‘

マルガレ一テは，1945年 5 月 8 日に亡くなった，と
<51)

ウィーン市庁には記入されている。これは，民法上の 

手続に過ぎず, 彼女の悲劇的運命によるものである。 

彼女の明確な死亡年月日が不明なので，そのように収 

扱われたのであって，それ故彼女は，実際よりも法律 

の上で3 年余計に生きていたことになっている。

§ 5 . 彼の死について

彼の死んだ年は，1943年説と1941年説とがある。 

ヨーロッパの学界は，彼の伝記にば，幾っかの誤りが、 

あるとしても，死亡時期に関してはほとんど一致して
(52)

1941年となっている。

日本における1943年説は， 岡崎次郎訳p金融資本 

岩波文庫， 1955〜56年の解説。長坂氏論文。経 

済学事典（平凡社1969年版）等で採用されており，パ 

Vの監獄からブッへソヴァルト強制収容所へ送られて 

殺されたとしている。この証鄉と提唱者とは分らない 

が，人物を間違えた結果と思われる。

ルードルフと同じく，ナチに追われて，親友ルード 

ルフ• ブライトシヤイトは，ヒルファディングと共に 

亡命生活をする。彼等は，チチによって捕えられ，パ 

リの監獄に投げこまれる。ルードルフ• ブライトシ+

イトだけが，ブッヘシヴァルト強制収容所へ送られ.

マルガレーテ•ヒルファディングは，ル — ドルブ

れて以来， ウィ一ンに住んでV、た。彼女の主著は,

注( 4 2 )  W i e n  R a t h a u B .  M a g i B t r a t s a b t .所蔵，.結婚登録糖a 
( 4 3 )  D r .  P e t e t  M i ' l f o r d  氏 ，__ _ 劣 •に 詔 る 。

( づ4 ) .  A .  S t e i n ,  o d .  c i t . ,  S .  5 .

( 4 5 )  K a r l  E m i l  H i l f e r d i n g  の G e b u r t s s e h e i n  より，D r .  P e t e r  M i l f o r d  氏所蔵，筆杏に赠られたコビーより，
( 4 6 ) 注 （4 3 )

( 4 7 > P e t e r  P .  H i l f e r d i n g  ( D r .  P e t e r  M i l f o r d ) 氏の（j e b u r j a u r k u n d o  同氏所蔵，縣へのコビ ー より •

( 4 8 )  M a r g a r e t h e  H i l f e r d i n g ,  G e b u r t s e n r e g o l u n g r .  W i e n  1 9 2 6 .

( 4 9 )  K a r t e  v o n  K a r l  I ? .  H i l f e r d i n g  a n  K a r l  K a u t s k y ,  I I S G .  K a u t s k y  A r c h i o v  K D X I I  5 7 3 .

( 5 0 ) 往 ( 4 3 )  , ヽ ： >

( 5 】） R a t h 叩 a M f t g i B t r a t s a b t .による結婚登録箔 への_ 逍,
啦 ） 大 岛 沽 「ヒ ル フ ァ デ ィ ン グ j 钱 济 学 説 幸 集 ， 第 8 巻 ， 河 出 窗 历 ， 1 9 5 $ .  9 8 - 9 9 ペ ー ジ を も 参 照 .
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1943年に殺される。ブッヘンヴァルト強制収容所には. 

現在たしかにルードルフ• ブライトシャイトの記念'誇- 

がある。

ヒルファディンダは，強制収容所へ送られるはずで 

あったが，行かなかった。なぜなら彼は自殺したので 

ある。亡命ドイ,ツ社会民主党の機関紙NeUen Vorwarts 

は，ナチーズムの残虐さと強制収容所の状況について， 

多ぐの報道をしていた。ヒルファディングはそれを知 

りすぎる程知っていた。彼は，又，ュダヤ人である。 ， 

彼が自殺を考えても不思議はない。

1941牟 9 月 1 7 日にB e r linからの電報は， ヒルフ 

ァディングが，彼の監獄の房で自殺をしたことを知ら 

せた。 '

死因は，何であろうか，一説は，、KurtKerstenが言 

う. 恐らく服毒自殺であろうというもので，他の説は， 

M ogn erと .Aufhdueserの説で. . ヒ.ルフ-/ディ.ングは， 

ゲシュタポの訊問の後，愈から街路へ突き落されたら 

しいというものである。 ，

同じく亡命生活を共にしていたブライトシャイトの 

妻 Toni Breitscheidは， 「ヒルファディングが，服毒 

自殺した， と信じる。」と話した, とピーター•ヒル 

ファディング氏は筆者に告げた。亡命と逮捕の時期を 

通じて，生活を同じくしていた人の言葉は，状況判断 

からして最も可能性め強いものと思われる。そして， 

読者は，ルードルフ• ヒルフナディングがゥィーン大 

学卒の医学博士であることを，思いおこすであろう。

§ 6 . (附録）

'附録として， Am sterdamの社会史国際研究所のロ 

シア部門所蔵のトロツキーの手紙と， Bad-Godesberg 

のフリードリb • .エ一ベルト• シュティフトゥング所 

蔵のヒルファディンダの手紙，の目録を掲げ名。この 

内容については，.谷後，何らかの形で発表するつもり 

である。

附 録 1 . レオン•トロツキ一のヒルフブディングあ 

て手紙目録（アムステルダム社会史国際研究 

所所蔵.）

T H 1 パルブスとトロツキ一からの手紙〔n.d.〕 

次から，全てトロツキ一 

TH 2 〔1907年〕 7 月 8 日付， Leipzig 

TH 3 〔1907年 8 月〕31日付 

TH 4 1907年 9 月 5 日付， Niemes

TH 5 〔1907年〕 9 月19日付，〔Wien〕

TH 6 〔1907年12月〕，Hiitelbergstr. 55, Wien XIII.. 

TH 7 〔1908年〕 2 月27日 付 ’

TH 8 1 9 0 8 年 3 月16日付 

TH 9 1 9 0 8 年 3.月24日付 

T H 1 0 〔1908年〕 4 月30日付 (

TH11 〔1908年 6 月はじめ〕

TH12 〔1908年 6 月〕

T H 1 3 :〔1908年〕 .7 月21日付， Sieveringerst.19, 

Wien X IX；

TH14 〔1908年〕 8 月 5 日 . ぐ 

TH15 〔1909年 6月20日より前〕〔1909年 5 月 7 日 

ょり後〕

TH16 〔1910 年 6 月〕

TH 17 (TH 18)*〔1910年7 月29日〕 feelgrad 

TH18 (T H 1 8 A )〔1910年 7 月25日〕〔Wien〕

* 丸括孤内は，手紙そO ものの番号,無括孤は目録 

番号。なお上記二通は，日付の順は逆になっている„ 

T H 1 9 〔1豇1年 9 月的日〕 XIX/I Rodlergasse, 23 .

〔Wien〕？ >

TH20 〔1911年 10 月から11月〕X III ‘ Einsiedelei- 

gasse〔Wien〕？ ■

TH21 〔1912年 1月又は1913年拕月おわり〕 XIX  

Weinberggasse, 4 3 〔Wien〕？

TH22 〔1912年10月はじめ〕 . 、

附録 2 ヒルブァディングの手紙目録（フリ一ドリ 

ヒ . エ ー ベ ルト• シ立ティフトゥング逝蔵）

ドィツ速邦共和国の. Bonrt-Bad-Godesbergにある 

Forschungsinstitut der Friedrich Ebert Stiftung は，

ドィツ社会民主党所厲の研免機関である。そのBiblio， 
thek .には， Partei Archiev があ:り,+ Rudolf Hilferding 

の手紙が保管，さている.。

以下は，同研究所の持つ彼の手紙め目録である。こ

注 ( 5 3 ) 現在はドイツ民主共和国にある。锒劣は 1972年 に Buchenw aldを訪れて，それを知った。

(54) Encyclopedia Britan ica, V o l . 11.1963.

(55) W , Gottschalch前掲書によるa 日本では，その他に林剪氏が「縊死」説を出されている• 「1941年 （昭和16部) 9 

月 1 7日， ヒツトラーの占領下， フランスの刑務所で縊死体として発見されたj (林® 訳• [■金融資本論』大月書沾, • 

1961年改訳版， 2 ページ) 。浓老は, この説を杏定する材料は持っていない。
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れらは,' Verzeichniss Altere Nachlasse und Bestande 

から知ることができる。• Rose Hilferdingの手紙も保管 

されているが， ことではRudolfのもののみをとり上 

げる。Nachlass類は種々に分類されており，その分類 

ごとに見てゆく必要がある。（〔 〕内は，ヵセット又 

は分類内の研究所ナンバ一。）

Verschiedene Originalbriefe una Dokumente 

〔42〕 1941年 2 月 5 日付手紙，ヨーク〔？〕あてa

以上6通である。 しかし，R. Hilferdingに関するも 

のとして，次の2通がある. とされている6

Nachlass Carl Giebel (Kassette I)

〔13〕 1929年 2 月 1 日付Giebelあて手紙， Berlin 

W, 66, Wilhelmplatz1 .タイプライターによる。

Nachlass Dittman (Kassette II.) 

〔151〕 ク ラ ラ • ツヱトキ ン の ディ 

1912年 9 月30日付手紙。

トマンあて。

Nachlass Hermann Muller

〔38〕 1928年 7 月19日付，ヘルマン*ミュラーあて 

手 紙 （研究所は8 月としている。）

〔39〕 8 月29日付〔年号不明〕，ヘルマン•ミュラー 

: あて手紙

〔40〕 ヘルマン* ミュラーあて手紙, 年月日不明。

Aus dem NachlaB von Dn Max Quark

〔50〕 1925年10月 5 日付，クヴケルクあて手紙

Aus dem NachlaB von Dr. Max Quark

〔50〕 ハイン'リヒ•..クーノ一のマックス*クヴァル

クあて，1924年 3 月 1 日付手紙。

(補注） ヒノレファデイングの全著作目録として，拙稿Bibli- 
ograpie iiber Rudolf Hilferding ( 日本社会事業大学研究 

紀要，第20集所収）を参照願いたい。

" ( 日本社会事業大学谆任講師）
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E  • バウムガルテン著，生松敬兰訳

『マ ッ ク ス • ヴ ヱ 一 バ ー ， 人 と 業 績 』

(Max Weber: Werk und Person. Dokumente 

ausgewahlt und kommentiest von Eduard 

Baumgarten. 1964, Tubingen, Zur 

Interpretation von Werk und Person)

パ ウ ル • ホ一ニヒスハイム著，大林信治訳

『マ ッ ク ス • ウ ユ 一 バ ー の 思 い 出 』

(Paul Honigsheim, On Max Weber, trans.

Joan Rytina, ed. J. Allan Beegle and 

William H. Form. 1968, New York.

安藤英治著 •

『ゥヱ — バー紀行』

ここにとりあげた3 著は, 最近のMax W eber研究 

のなかでも，きわめてュニー クな個性的なものであり， 

また相互に共通する侧面をもっていて，いやしくも 

Weber研究に関心をもつ者であれば興味深いだけでな 

ぐ，これらを読む者は_ しもある種の感動をうけるに 

ちがいない。\^eber研究としては，初歩的な段階にあ 

る_ 者は，この3著をよんで，批判などということで 

はなく，いわば読後感ともいうべきものを書きつづる 

にすぎないことをあらかじめおことわりしておこう。

最初のBaumgartenの著作は，訳者の生松教授が， 

その「訳者あとがき」で書いておられるように，塬大 

な E. Baumgartenの Max W eber研究の第3 部およ 

び年表を訳出したものである。そしてこの第3 部は， 

「第 1部およぴ第2 部をふまえて， Baumgarten .が， 

Weberの学問，思想と人間的諸側面に加えた評訳であ 

る』といわれる（244—245頁〉。そしてその内容は,

第 1奪 その業績の体系性と道具だて

第 2 章伝記のためのいくつかの視点と資料 

から成っており，第 1章においては，史的唯物論をめ 

ぐるマルクスの批判とその継承の問題，理念と利害に 

おけるマルクスとニーチ* との関係，官僚制とカリス

マの問題および社会科学の方法をめぐる問題がとりあ 

げられ，第 2章においては，この世紀の巨人がその生 

涯にあらわれたさまざまな問題といかにとりくんだか 

が，社会主義，反ユダヤ主義，国家，権力などの諸状 

祝，ならびに彼をとりまく友人と敵対者，尚僚たち, 

近親者たち，Weborの病気，哲学，運命と死などを通 

じて克明に語っている。最後の年表は，これらの諸問 

題を理解するのにきわめて有益である。Weberにも直 

接接し，身近かな人とも交友があっただけにWeb6r理 

解は深ぐ残された部分の邦訳が期待される。

ホーニヒスハイムの著作は,

* マックス.ヴェーバーの思い出 

* マジ.クス•.ウェーバー

. *社会科学者としてのマッ.クス.ウェーバー一 _ _ ：記 

念のための言葉一一 

* アメリカの精神生活におけるマックス.ウェ一バ

の 4 部から成っている。 .

この書物は, ミシガン州立大学社会学部のJ . アラ 

ン • ビーグルおよびウメリ.アム . . H . フォしム:の両氏. 

が，その序に書いているように， ドイツからの政治的 

亡命者であったHQnigsheim iこよる..Max Weberの回 

想であるが, たんなる個人的な想い出ではなぐWeber 

•を中心に自然に出来上ったアカデ.ミック.なサ一クルや，， 

彼と交友のあ,った，あるいは敵対関係にさえあった人 

タとの関係を中心とする回想であるところに特色があ 

る。その領域は，ハイデルベルクを中心に,経済学や政 

治学, 法律学，社会学, 民族学, 哲学や歴史そしてさらに. 

芸術や宗教r およびまことに広はんな分野の人々との 

接触にっいて記録し，そうした記録を通じて， Weber 

の人格および学問そのものを語っているのである。 

. 安藤英治教授の「ウェーバー紀行」は,日本人とし 

てはじめておこなゥたMax Weberの1864年，生誕か 

ら，1920年その死に至るまでの生涯について，との偉 

大な学者にゆかりの地の訪問および親しく接した人  々

にたいするインターヴィユの記録で羌る。読者は, . 本。 

書によって何よりもWqber*にたいする著者安藤氏の  ̂

理解の深さと敬慕を読みとることがでぎるン

I プロローグ

n 柬独のウェーバー 

出ウェーバー成年に達す ぃ:

I V 苦悩のパシリ力 ’ .

V アルト•.ハイデルベルク

V I 軟争 - 革命•ウェーバー

卿 邮 靡 " ^ 漏 " 細 咖 ^ * " — — 』 .T ”  一 一 - 一  1 丨 r w i i m
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